
柏市地域防災リーダー講習会

訓練手法の説明
（DIG、HUG訓練）



災害図上訓練（ＤＩＧ）につ
いて

DIG = Disaster Imagination Game

（災害想像力ゲーム）



災害図上訓練ＤＩＧとは？

• 大きな地図台を参加者全員で囲んで行う、
災害対策本部運営のイメージトレーニン
グ

• みんなが一緒になって対応策を考える

• 真剣だがゲーム感覚で行うことができる

• 決まったルールはない



DIGの目的

災害を知る

まちを知る

人を知る
地域の防災力、災害への強さ、弱さを認識
し、防災に対して今後どのように対応して
いけばよいのかを理解する。



DIGを行うためには

テーマの決定

会場・地図・小道具の準備

スタッフの役割分担
（企画・進行役、スタッフ、プレイヤー）



DIGの進め方（初級編）

「自然条件・まちの構造・人的物的防災資源」

を書き込みながら

「自分たちの住む町の防災力」

を理解する

（追加情報として）

現在の住宅地は、昔はどのような場所であったのか

（河川、沼、水田、または谷を埋め立てた場所ではないか）



DIGの進め方（中級編）

初級編「自然条件・まちの構造・人的物的防災資源」

＋

「被害想定調査」の情報を地図に書き込んで

「自分たちのまちに襲いかかる外力」を理解す
る

↓

「まちの防災力」と「まちの外力」を比較し

「想定されるまちの被害」

を理解する



DIGの進め方（応用編）

中級編「想定されるまちの被害」を前提にして

＋

実際に災害が起こったことを想定し、特定の条件
（発災時間・季節・天候・風向風速など）を参加者

に与えながら「対策の検討」を行う

↓

「対策の実行可能性の検証」

「事後対応の限界を認識」

「地域防災力向上の必要性を課題として認識」



DIGの進め方（具体的な作業例）

＜自然条件＞

斜面、土砂災害の危険がある場所 赤色

河川・池沼・水路 青色

液状化の危険性 水色

＜まちの構造＞

鉄道 黒色

主要道路（国道・県道など広い道路 オレンジ

路地・狭あい道路 ピンク

広場・公園・オープンスペー 緑色

延焼を防ぐ建物 紫色



DIGの進め方（具体的な作業例）

＜地域資源＞

役所・消防・警察 赤シール

医療機関 緑シール

学校・幼稚園、地域の施設（近隣センター等）青シール

危険な場所 （危）

役立つ人材・組織 白シール

防災に役立つ施設（避難所・コンビニ・スーパー・建設会
社（重機がある）・防災倉庫・消防水槽・プール・など）

災害時要援護者がいる世帯の場所









地域別防災カルテ http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/030500/p049921.html



揺れによる全壊率



焼失率



内水（浸水）





想定災害状況例

〇月〇日（〇）〇時頃
震源は千葉県北西部
マグニチュード7.1

柏市の震度6強

市街地全域でガス、水道の供給が停止し、一部の地
域で停電しています。
携帯電話は非常につながりづらくなっています。
各地で火災や建物の倒壊が数件発生し、死傷者が発
生した模様。
詳細については情報が混乱しており不明です。





状況 危険度 支援優先順位

Ａさん ５０代女性。常時車いす使用。

雑種犬のペットあり。家族不在

大・中・

小

Ｂさん ７０代夫婦。足腰弱く急いでの

避難が難しい

大・中・

小

Ｃさん ６０代女性。ほとんど寝たきり。

家族不在

大・中・

小

Ｄさん ７０代夫婦。歩行可能。家族不

在

大・中・

小

Ｅさん 夫８０代、妻７０代。夫は歩行

困難、妻は一人で夫を連れての

避難が難しい

大・中・

小

Ｆさん ８０代男性一人暮らし。元気
大・中・

小

Ｇさん ７０代男性一人暮らし。耳遠く、

老眼。独力での急いでの避難が

難しい

大・中・

小

対策の検討１
災害要配慮者の
状況

街の現況図に書き込
んだ「街の被害状
況」をよく見て、Ａ
さん～Ｇさんの「危
険度」を「大・中・
小」で判断してくだ
さい。
その上で、自主防災
組織として支援する
優先順位（１～７）
を決めてください。



対策の検討２

■安否確認

行方不明者がいませんか？

要配慮者だけでなく、地域住民全員の安否確認をしたいのですが？

■救出・救護

Dさんが自宅の中で家具の下敷きになっていた。右足を骨折してい
ます。

誰が救出し、救出した重傷者を、どこに、どうやって連れて行きま
すか？

■初期消火

まだ大きな火事にはなっていないが…

初期消火はできますか？

■避難所対応

避難所への避難を求めて多くの住民が学校に集まっている。

避難者の対応は誰がどのように行いますか？





避難所運営ゲーム(HUG)について

HUG = Hinanjo Unei Game

（作成：静岡県危機管理部）



避難所運営ゲーム（HUG）とは？

もし、あなたが避難所の運営をしなければならない立場になったとき、
最初の段階で殺到する人々や出来事にどう対応すれば良いのでしょう
か。

避難所HUGは、避難所運営を皆で考えるためのひとつのアプローチと
して静岡県が開発したものです。避難者の年齢や性別、国籍やそれぞ
れが抱える事情が書かれたカードを、避難所の体育館や教室に見立て
た平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様々な
出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲームです。

プレイヤーは、このゲームを通して災害時要援護者への配慮をしなが
ら部屋割りを考え、また炊き出し場や仮設トイレの配置などの生活空
間の確保、視察や取材対応といった出来事に対して、思いのままに意
見を出しあったり、話し合ったりしながらゲーム感覚で避難所の運営
を学ぶことができます。 （静岡県地震防災センターHPより）



避難所運営ゲーム（HUG）の概要

あなたは避難所運営委員。

避難所を任されたという想定のもと、

次々にやってくるいろいろな事情を抱えた
避難者に対し、迅速かつ適切に対応できる
か、また避難所で起こる様々なできごとに
どう対応するかを疑似体験する。



避難所運営ゲーム（HUG）の方法

①避難所に見立てた平面図に避難者カードを配置する
②時間内でできるだけ多くの避難者を避難させる

③同時に、画面で示されるイベントにも対応しながら、避
難所を運営する

＜役割＞
①進行役（読み手）

避難者の情報等が書き込まれたカードを読み上げる
②プレイヤー（運営委員役）
カードの内容に基づき、その配置を決めカードを置く

③記録係
イベントカードへの対応を記録する



必要な道具
学校の図面

学校敷地図

校舎各階図

体育館図

防災倉庫備品一覧



必要な道具

避難者カード（避難者情報等が書き込まれたカード）

1.5ｍ

毛布

手荷物

２m



イベントについて

イベント例

・立ち入り禁止場所の設定

・受付、掲示板の設置

・使用禁止トイレの排泄物の処理

などなど

時間の経過とともに発生するイベントの対
応方法を考えて、記録していきます。





DIG、HUG実施にあたって

DIG、HUG実施にあたっては地域の図面や、
学校の見取り図等の準備が必要になります。

地域の図面については、柏市都市計画情報
配信サービスが便利です。
柏市都市計画情報配信サービス

http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/140300/p000801.html

その他、DIG、HUGの実施にかかる支援を柏
市防災研究会でも行っていますので、お気
軽にお問い合わせください。


